






要約 17 例の MV 症例に於て,経時的な BAL 液採取を行ない,その中に含まれる生化学的マー

カー(顆粒球特異的 elastase,α1-AT,α2-MG,fibronectin,albumin)を測定し,臨床的な

CLD の有無と経時的な扁平上皮化成の重症度との関連性について検討した。 

その結果扁平上皮化成の重症度との平行関係は認められなかったが,CLD 合併症例に於

て,elastase と fibronectin の高値を認め,CLD発症機序及びその病態解析にとって興味あ

る知見を得た。 


